
別表第１（一般建築工事及び建築付帯設備工事以外の工事）（「登録基幹技能者の配置」試行工事）

Ａ Ｂ

● ●

小計 120～250 120（70） 0 0

○ ○ ●

小計 0（50） 0（50） 50 0 50

10

施工実績 5

0

25

24～20

10

0

10

5

0

5

0

技術者数 国家資格者数 ○ ● ● ● 5～0
・発注工種に対応する建設業許可業種に係る国家資格を有する者のうち、直近の経営事項審査
において当該業種の総合評定値の算出の基礎となった者を対象とする。
・加点の上限は、5点とする。

小計 0（55） 55 55 55 55

5

0

10

工事成績 5

0

3 ・発注工種に対応する建設業許可業種に係る国家資格に限る。

0

2 ・推奨単位を定めている団体が証明する取得単位に限る。

1

0
小計 0（20） 20 20 0 20

5

0

0（5） 5 5 5 5
入札参加資格の条件
における地域要件

土木センター
管内

県内、東部西部
県内及び県外（県
内に営業所あり） 設定なし

旧市町村内 市町村内 土木センター管内 県内 25

市町村内 旧土木事務所管内 県内
県外
(県内に営業所あり) 15

旧土木事務所管内 土木センター管内 5

旧土木事務所管外 土木センター管外
県外
(県内に営業所あり) 県外 0

5

0

10

0
小計 0（40） 40 40 40 40

評価点数 計 120～420 240 170 100

技術加算点　 45～80 45 30 20
評定点数を、各型式毎の技術加算点に割り変える。
加算点＝技術加算点の満点×評価点数／評定点数の満点
ex（簡易型Ａ） ： ３０点 × α／１７０点　（α：評価点数）

●
・発注者が指定した職種（登録名称）に限ることとし、評価は１名のみとする。
・基幹技能者は評価しない。

なし

● ●

○ ● ●

○ ●

・評価基準が地理的に同じ範囲になる場合は、上位の評価基準の点数を加点する。
・「旧市町村」とは、平成16年10月31日時点の市町村をいう。
・「県外（県内に営業所あり）」とは、富山県外に主たる営業所を有する者のうち、富山県内に建
設業法第３条に規定する営業所を有する者をいう。

・「あり」の場合とは、申請期限日において適用される入札参加資格者名簿の定期受付年度の前
２年度において受託実績がある者又は当該年度以降に受託実績がある者とする。

なし
○

・「あり」の場合とは、入札公告に示す災害協定に参加している者とする。

●

○

●
あり

企業の地域性・社
会性（技術資料様
式第４号、８号）

○ ●

●

● ●

・発注年度の前２年度とする。
・富山県が発注した同種工事に係る表彰に限る。

主任（監理）技術者
の保有する資格

保有する資格 ●

前年度における継続学
習(CPD)の取得単位 ○ ● ●

備       考

一定期間内における同
種・類似工事の実績の
有無

○ ● ● ●

・発注工種を同じくする富山県土木部及び農林水産部（以下、これらを総称して「富山県」とい
う。）発注工事とし、富山県発注工事の実績がない場合のみ、国土交通省、農林水産省若しくは
林野庁（以下、これらを総称して「国」という。）が発注した富山県内の工事とする。なお、発注工
種を同じくする工事のうち、入札参加資格の条件として別に施工実績の条件を定めた場合は、そ
の条件に適合する工事とする。
・一定期間とは、入札参加資格の条件で求める施工実績の期間（発注年度を除く。）の１／２の
期間（年度単位）に発注年度の４月１日から入札参加資格の確認の申請の期限の日（以下、「申
請期限日」という。）までを加えた期間とする。

高度技術
提案型

標準型
簡易型

配点

優秀賞・良賞あり

●

・建設業に関連するものに限る。
・「あり」の場合とは、申請期限日において適用される入札参加資格者名簿に係る入札参加資格
審査の申請日時点において取得している者又は当該申請後に新たに取得した者とする。

７０点未満

知事賞・部長賞・最優秀賞あり

なし

● ●

・富山県発注工事を原則とし、富山県発注工事の実績がない場合のみ、国が発注した富山県内
の工事を認める。
・一定期間とは、発注年度の前４年度の４月１日から申請期限日の直近四半期までの期間（「指
名業者選定事務取扱要領」でいう「工事成績の一定の期間」と同様の運用）とする。
・平均点は、小数第一位を四捨五入して得られる整数とする。

●

７５点以上８０点未満　　　　配点＝20+(平均点－75)

８０点以上

○

７５点以上

○

工事場所と同一の市町村内における施工実績あり

あり
○

なし

なし

・富山県発注工事を原則とし、富山県発注工事の実績がない場合のみ、国が発注した富山県内
の工事を認める。
・一定期間とは、発注年度の前４年度の４月１日から申請期限日の直近四半期までの期間（「指
名業者選定事務取扱要領」でいう「工事成績の一定の期間」と同様の運用）とする。
・平均点は、小数第一位を四捨五入して得られる整数とする。

１級国家資格者又は技術士１人につき２点、２級国家資格者１人
につき１点を加点

あり

なし

７０点未満

・発注工種を同じくする富山県発注工事とし、富山県発注工事の実績がない場合のみ、国が発
注した富山県内の工事とする。なお、発注工種を同じくする工事のうち、入札参加資格の条件と
して別に施工実績の条件を定めた場合は、その条件に適合する工事とする。
・一定期間とは、入札参加資格の条件で求める施工実績の期間とする。

●

●

●

● ●

○

●

●

●

配置予定技術者の
能力（技術資料様
式第５号、７号）

一定期間内に通知を
受けた同種工事に係る
工事成績評定点の平
均点

一定期間内に通知を
受けた同種工事に係る
工事成績評定点の平
均点

○ ●

７０点以上７５点未満

一定期間内における同
種・類似工事の実績の
有無

７０点以上７５点未満

●

なし

優良表彰
前２年度における優良
工事表彰の有無

ＩＳＯ認定

年間取得単位が各団体の推奨単位以上

年間取得単位が各団体の推奨単位の1/2未満

県内における施工実績あり

簡易な施工計画
（技術資料様式第３
号）

高度な技術提案又
は施工に係る技術
提案（技術資料様
式第２号）

登録基幹技能者の配置
（技術資料様式第９号） 登録基幹技能者の配

置の有無

あり

小計

企業の施工能力
（技術資料様式第４
号、６号）

１級国家資格者、技術士

上記資格なし

ＩＳＯ9001の取得の有
無

工事成績

施工実績

主たる営業所の所
在地（＊①）

災害協定への参加
（＊②）

除雪業務等の受託
実績（＊③）

あり

年間取得単位が各団体の推奨単位の1/2以上、推奨単位未満



備考

　１　●は必須項目とし、○は任意項目（個別の工事ごとに判断）とする。

　２　＊①の農林水産部発注工事（水産漁港課所管工事を除く。）に係る主たる営業所の所在地の評価基準については、次の表のとおりとする。

農林振興センター管内 県内、東部西部

旧市町村内 市町村内

市町村内

農林振興センター管内

市町村外 農林振興センター管外

　 　　　　　評価項目から除くものとする。

　　　　　　　評価項目とする工事：一般土木工事、舗装工事、鋼橋上部工事、プレストレスト・コンクリート工事、法面処理工事、ボーリング･グラウト工事、スノーシェッド工事、しゅんせつ工事、造園工事、とび・土工・コンクリート工事

　　　　　　　評価項目とする工事：一般土木工事、舗装工事、鋼橋上部工事、プレストレスト・コンクリート工事、スノーシェッド工事、消雪装置工事、、しゅんせつ工事、横断歩道橋工事、道路標識工事、造園工事、防護柵工事、とび・土工・コンクリート工事

設定なし

県内

県内及び県外（県内に営業所あり）

農林振興センター管内

　３　＊②　「災害協定への参加」を評価項目とする工事は以下の発注工種に限ることとし、その他の発注工種については、専門的な応急対策業務に関する災害協定が締結される等、発注者において評価項目とすることに支障がないと判断するまでの間は、

　４　＊③　「除雪業務等の受託実績」を評価項目とする工事は以下の発注工種に限ることとし、その他の発注工種については評価項目から除くものとする。

県内

県外(県内に営業所あり)

県外(県内に営業所あり)

県外



別表第２（一般建築工事）（「登録基幹技能者の配置」試行工事）

Ａ Ｂ

● ●

小計 120～250 120（70） 0 0

○ ○ ●

小計 0（50） 0（50） 50 0 50

10

施工実績 5

0

25

24～20

10

0

10
優良表彰 5

0

5

0

技術者数

小計 0（55） 55 55 55 55

5

0

10

5

0

3

0

2 ・推奨単位を定めている団体が証明する取得単位に限る。

1

0
小計 0（20） 20 20 0 20

5

0

0（5） 5 5 5 5
入札参加資格の条件に
おける地域要件

土木センター
管内

県東部・西部 県内（※） 設定なし

旧市町村内 市町村内 土木センター管内 県内 25

市町村内 土木センター管内 15

土木センター管内 5

市町村外 土木センター管外 県東部・西部 県外 0

5

0

10

0
小計 0（40） 40 40 40 40

評価点数 計 120～420 240 170 100

技術加算点　 45～80 45 30 20
評定点数を、各型式毎の技術加算点に割り変える。
加算点＝技術加算点の満点×評価点数／評定点数の満点
ex（簡易型Ａ） ： ３０点 × α／１７０点　（α：評価点数）

備考　●は必須項目とし、○は任意項目（個別の工事ごとに判断）とする。

●
・発注者が指定した職種（登録名称）に限ることとし、評価は１名のみとする。
・基幹技能者は評価しない。

なし

小計

登録基幹技能者の配置
（技術資料様式第９号） 登録基幹技能者の配置

の有無

あり
○ ● ●

●

○ ●

○

７０点未満

○
１級建築士又は１級建築施工管理技士

年間取得単位が各団体の推奨単位の1/2未満

あり

・建設業に関連するものに限る。
・「あり」の場合とは、申請期限日において適用される入札参加資格者名簿に係る入札参加
資格審査の申請日時点において取得している者又は当該申請後に新たに取得した者とす
る。・発注工種に対応する建設業許可業種に係る国家資格を有する者のうち、直近の経営事項
審査において当該業種の総合評定値の算出の基礎となった者を対象とする。
・加点の上限は、5点とする。

・富山県発注工事に限る。
・一定期間とは、発注年度の前８年度の４月１日から申請期限日までの期間とし、入札参加
資格の条件で施工実績を求める場合は、求める施工実績の期間とする。

● ●

● ● 5～0

簡易型
配点 備　　　　考

高度な技術提案又
は施工に係る技術
提案（技術資料様
式第２号）

高度技術
提案型

標準型

・富山県土木部及び農林水産部（以下、これらを総称して「富山県」という。）発注工事に限
る。
・一定期間とは、発注年度の前８年度の４月１日から入札参加資格の確認の申請の期限の
日（以下、「申請期限日」という。）までの期間とし、入札参加資格の条件で施工実績を求める
場合は、求める施工実績の期間（発注年度を除く。）の１／２の期間（年度単位、下限８年度、
小数点以下切捨て）に発注年度の４月１日から申請期限日までを加えた期間とする。

一定期間内における一般
建築工事の実績の有無

工事場所と同一の市町村内における施工実績あり

○ ● ●

前２年度における一般建
築工事の優良工事表彰
の有無

●

部長賞あり

なし

一定期間内に通知を受け
た一般建築工事に係る工
事成績評定点の平均点

８０点以上

○

なし

●

県内における施工実績あり

●

● ●

７０点未満

７５点以上８０点未満　　　　配点＝20+(平均点－75)

７０点以上７５点未満

あり
○

なし

なし

●

○

● ●

●年間取得単位が各団体の推奨単位の1/2以上、推奨単位未満

主任（監理）技術
者の保有する資
格

保有する資格

前年度における継続学習
(CPD)の取得単位

年間取得単位が各団体の推奨単位以上

上記資格なし

・「あり」の場合とは、県有施設の災害時における応急措置等業務に関する協定に基づき、
「業務担当者」として富山県に通知されている者に限るものとする。● ●

あり

●

・「あり」の場合とは、震災（又は被災）建築物応急危険度判定士又は被災宅地危険度判定士
の資格を有する従業員（常勤役員を含む。）が、１人以上在職する者に限るものとする。●

あり
○

なし

応急危険度判定
士雇用状況

主たる営業所の
所在地 ○

災害協定への参
加 ○

なし

●

● ●

●

●

・富山県発注工事に限る。
・一定期間とは、発注年度の前５年度の４月１日から申請期限日の直近四半期までの期間と
する。
・平均点は、小数第一位を四捨五入して得られる整数とする。

・評価基準が地理的に同じ範囲になる場合は、上位の評価基準の点数を加点する。
・「旧市町村」とは、平成16年10月31日時点の市町村をいう。
※主たる営業所の所在地が施設所在地を所管する土木センター管内の場合は25点、同一県
域（県東部又は県西部）で施設所在地以外を所管する土木センター管内の場合は15点、他
の県域の場合は０点とする。

簡易な施工計画
（技術資料様式第３
号）

企業の施工能力
（技術資料様式第４
号、６号）

企業の地域性・社
会性（技術資料様
式第４号、８号）

国家資格者数
１級建築士又は１級建築施工管理技士１人につき２点、２級建
築士又は２級建築施工管理技士１人につき１点を加点 ○

・発注年度の前２年度とする。
・富山県が発注した一般建築工事に係る表彰に限る。

・富山県発注工事に限る。
・一定期間とは、発注年度の前５年度の４月１日から申請期限日の直近四半期までの期間と
する。
・平均点は、小数第一位を四捨五入して得られる整数とする。

配置予定技術者の
能力（技術資料様
式第５号、７号）

●

工事成績
一定期間内に通知を受け
た一般建築工事に係る工
事成績評定点の平均点

７５点以上

７０点以上７５点未満

施工実績
一定期間内における一般
建築工事の実績の有無

● ●

●

工事成績

ＩＳＯ認定 ●

●

知事賞あり

○

ＩＳＯ9001の取得の有無



別表第３（建築付帯設備工事）（「登録基幹技能者の配置」試行工事）

Ａ Ｂ

● ●

小計 120～250 120（70） 0 0

○ ○ ●

小計 0（50） 0（50） 50 0 50

10

施工実績 5

0

25

24～20

10

0

10
優良表彰 5

0

5

0

技術者数

小計 0（55） 55 55 55 55

5

0

10

5

0

3 ・発注工種に対応する建設業許可業種に係る国家資格に限る。

0

2 ・推奨単位を定めている団体が証明する取得単位に限る。

1

0
小計 0（20） 20 20 0 20

5

0

0（5） 5 5 5 5
入札参加資格の条件に
おける地域要件

県東部・西部 県内（※） 設定なし

市町村内 土木センター管内 県内 25

土木センター管内 15

土木センター管内 5

土木センター管外 県東部・西部 県外 0

15

0
小計 0（40） 40 40 40 40

評価点数 計 120～420 240 170 100

技術加算点　 45～80 45 30 20
評定点数を、各型式毎の技術加算点に割り変える。
加算点＝技術加算点の満点×評価点数／評定点数の満点
ex（簡易型Ａ） ： ３０点 × α／１７０点　（α：評価点数）

備考　●は必須項目とし、○は任意項目（個別の工事ごとに判断）とする。

年間取得単位が各団体の推奨単位の1/2以上、推奨単位未満

あり

なし

・発注者が指定した職種（登録名称）に限ることとし、評価は１名のみとする。
・基幹技能者は評価しない。

登録基幹技能者の配置
（技術資料様式第９号） ○ ● ●

・発注年度の前２年度とする。
・富山県が発注した同種工事に係る表彰に限る。

・富山県発注工事に限る。
・一定期間とは、発注年度の前５年度の４月１日から申請期限日の直近四半期までの期間と
する。
・平均点は、小数第一位を四捨五入して得られる整数とする。

工事成績

ＩＳＯ認定

配置予定技術者の
能力（技術資料様
式第５号、７号）

●

工事成績
一定期間内に通知を受け
た同種工事に係る工事成
績評定点の平均点

７５点以上

７０点以上７５点未満

簡易な施工計画
（技術資料様式第３
号）

企業の施工能力
（技術資料様式第４
号、６号）

企業の地域性・社
会性（技術資料様
式第４号、８号）

国家資格者数
１級国家資格者又は技術士１人につき２点、２級国家資格者１
人につき１点を加点 ○

施工実績
一定期間内における同種
工事の実績の有無

登録基幹技能者の配置
の有無

小計

●●

●

・富山県発注工事に限る。
・一定期間とは、発注年度の前５年度の４月１日から申請期限日の直近四半期までの期間と
する。
・平均点は、小数第一位を四捨五入して得られる整数とする。

・「旧市町村」とは、平成16年10月31日時点の市町村をいう。
※主たる営業所の所在地が施設所在地を所管する土木センター管内の場合は25点、同一県
域（県東部又は県西部）で施設所在地以外を所管する土木センター管内の場合は15点、他の
県域の場合は０点とする。

● ●

●

主たる営業所の
所在地 ○

災害協定への参
加 ○

なし

●

●

・「あり」の場合とは、県有施設の災害時における応急措置等業務に関する協定に基づき、「業
務担当者」として富山県に通知されている者に限るものとする。● ●

あり

●

●
なし

主任（監理）技術
者の保有する資
格

保有する資格

前年度における継続学習
(CPD)の取得単位

年間取得単位が各団体の推奨単位以上

上記資格なし

年間取得単位が各団体の推奨単位未満

○ ●

なし

あり

ＩＳＯ9001の取得の有無
あり

○

○

７０点未満

７５点以上８０点未満　　　　配点＝20+(平均点－75)

７０点以上７５点未満

●

知事賞あり

○ ● ●

●

部長賞あり

一定期間内に通知を受け
た同種工事に係る工事成
績評定点の平均点

８０点以上

○

なし

前２年度における同種工
事の優良工事表彰の有
無

・発注工種を同じくする富山県土木部及び農林水産部（以下、これらを総称して「富山県」とい
う。）発注工事に限る。
・一定期間とは、発注年度の前８年度の４月１日から入札参加資格の確認の申請の期限の日
（以下、「申請期限日」という。）までの期間とし、入札参加資格の条件で施工実績を求める場
合は、求める施工実績の期間（発注年度を除く。）の１／２の期間（年度単位、下限８年度、小
数点以下切捨て）に発注年度の４月１日から申請期限日までを加えた期間とする。

●県内における施工実績あり

● ●

一定期間内における同種
工事の実績の有無

工事場所と同一の市町村内における施工実績あり

○ ●●

簡易型
配点 備　　　　考

高度な技術提案又
は施工に係る技術
提案（技術資料様
式第２号）

高度技術
提案型

標準型

・建設業に関連するものに限る。
・「あり」の場合とは、申請期限日において適用される入札参加資格者名簿に係る入札参加資
格審査の申請日時点において取得している者又は当該申請後に新たに取得した者とする。

・発注工種に対応する建設業許可業種に係る国家資格を有する者のうち、直近の経営事項審
査において当該業種の総合評定値の算出の基礎となった者を対象とする。
・加点の上限は、5点とする。

・発注工種を同じくする富山県発注工事に限る。
・一定期間とは、発注年度の前８年度の４月１日から申請期限日までの期間とし、入札参加資
格の条件で施工実績を求める場合は、求める施工実績の期間とする。

● ●

● ● 5～0

●●

○

７０点未満

○
１級国家資格者又は技術士

●

なし


